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目標・目指す姿としての「豊かさ」は以下の両輪。
自由や精神的豊かさ
経済的・物質的豊かさ

経済的・物質的豊かさについては、単なる全体の富の集積ではなく、全員が未来の選択肢を選べるという観点を前提。

経済的には「実質所得－移動コスト＆時間費用」であり、この指標を全国トップクラスに。

両面の豊かさを示す社会的指標を満たすことを目的に「交通」×「○○」を一体的に設計。

今後目指す方向性・視点について

多様な選択肢から目的に応じた移動を選択することに
よる「楽しさ・満足感」を実感させることが重要。

この点、免許を保有していない若年層や障がい者につ
いては、免許保有者に比べ、移動・行動の選択に、よ
り不自由を感じている可能性が高い。（移動制約者）

まずは、こうした若年層や障がい者をターゲットに
サービスを設計し、同時にアクションを引き出すこと
を通じて、自由な選択による楽しさ・満足感を生み、
習慣化・定着を目指す。

皆が移動やライフスタイルを多様な選択肢から自由に選択するためには、公共交通機関利用による通勤手当が支払われるな
ど、個々人の金銭的な負担が移動手段やライフスタイルによらないことが前提。

他方で、現状、企業や市町村による補助には財源面での限界があることも事実。

通勤手当支給のための財源を確保するため、収益性の確保→人材への投資→収益性の向上→再配分（人材への再投資）とい
う好循環を設計し、全員で実践。

多様な選択肢があり、自由に行動・移動を選択・決定
できることが、移動の質の高さであり、個人が行動選
択をする意味をつくる。

こうした個人の自由な選択こそが、暮らす価値や訪れ
る価値、生き方への満足度につながる。

これらを実現するための移動環境の整備や利便性向上
であり、そのためのデータの利活用やサービスの再編。

あわせて、例えば、検索・決済・発券の自動化を通じ、
定時性・速達性・予見可能性を向上させる必要。

③「楽しい」移動の主体的な実践

④インセンティブと好循環の設計

②多様で質が高い移動環境の整備

①沖縄交通リ・デザインが目指す豊かな沖縄
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令和７年度の直轄調査の方針について（全体方針）
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○ 今年度、内閣府においては、
• 令和７年度沖縄における持続可能な交通環境構築調査（内閣府沖縄振興局予算）
• 沖縄交通リ・デザインの目指す姿・目標の設定及び市民の更なる巻き込み戦略の設計に向けた調査検討業務
（国土交通省予算）

の２つの直轄調査を実施予定。

○ 各調査については、第２回沖縄交通リ・デザイン県民運動推進会議（令和７年３月27日開催）及び令和７年５月
21日に開催したマーケットデザインチームにおいて、今後目指す方向性・視点として示した以下の４点を踏まえ
つつ、パブリックインボルブメントを実施しながら検討を行うこととする。

① 沖縄交通リ・デザインが目指す豊かな沖縄
② 多様で質が高い移動環境の整備
③ 「楽しい」移動の主体的な実践
④ インセンティブと好循環の設計

○ このうち、内閣府沖縄振興局予算については③を、国土交通省予算については①及び④の検討を主に行うことと
し、パブリックインボルブメントを通じて得た市民の声を踏まえ、②についても検討することとする。

（１）目指す姿・目標等の調査検討
欧州委員会のSUMPやOECDのWell-being Framework
等を踏まえ、目指す姿・目標及びモニタリングの
ための視点・指標を地域や住民が主導して設定す
る手法の設計
先行的に県内の複数エリアにおいて試行

（２）市民の更なる巻き込みのための調査・戦略設計
行動変容を促す仕組みやインセンティブ、メディ
ア、著名人、既存のイベント等の活用を含めた市
民の更なる巻き込みのための戦略設計

国土交通省予算による調査の概要

（１）通勤・通学時における行動変容調査
通勤については、沖縄県が実施する予定のPI事業
と連携し、通勤の行動変容のための実証を実施

通学については、中南部地区の複数の高校を対象
に、ワークショップ等のPIを実施し、昨年度の調
査結果も踏まえ、競争やゲーム的な要素も含めた
通学の行動変容のための実証を実施

（２）シンポジウムの開催

沖縄振興局予算による調査の概要



令和７年度の直轄調査の方針について（全体スケジュール）
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令和７年度の直轄調査の方針について（①の検討イメージ）
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例えば、これらの項目に
ついて、「移動」との関
係性を整理しつつ、目指
す姿・目標等の設定やモ
ニタリングに活用するた
めの手法を検討。



（③関係の参考）令和６年度における首里高校の１年生による取組

• テーマ①「沖縄の理想の未来」

環境
観光・経済

自由な移動

みんながスムーズに
移動できる

車がなくても
生活できる

沖縄の経済が
発展していく

地球温暖化が
進行しない

渋滞がなく
時間的余裕がある

観光客が
観光しやすい

公共交通が
持続する

空気がきれい

事故が少なく
安心して移動できる

• テーマ②「理想の未来のために私たちは何ができるか」

誰かの協力がいること

すぐにできること

公共交通を使う

時間をずらして
通学する

徒歩や自転車で
通学する

リモート授業で
通学を不要にする

送迎してもらうのを
やめる

休日も公共交通で
移動する

友達も誘って
みんなで乗る

バスの位置が
見られるアプリを
広める

スクールバスがあれば
それで通学する

＜通学に関する主体的なアクション＞＜ワークショップの実施＞

朝の時間を
有効に使えた

友達と過ごす
時間が増えた

送迎する
親の負担が減った

取り組んでよかったこと

からだを動かす
ことができた

取り組んでみて分かったこと

早い時間のバスは
空いている

雨の日は遅れたり
濡れるので大変

この季節（冬）は
朝早いと寒い

バスの乗り場を
間違えてしまった 5
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